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ノスタルジアからローカリティへ
－後期近代におけるアルゼンチンの国民文化
長野　太郎
要旨
　本稿では、グローバル化が加速する後期近代 において、社会と個人のアイデンティ
ティをめぐる言説と実践が変容するさまを、アルゼンチンの国民文化と見なされる
フォルクローレとタンゴを例にとりあげ検討する。国家の起源神話が不安定なアル
ゼンチンでは、土着的表象は常に国民文化を語る上で重要な要素とされてきた。フォ
ルクローレとタンゴは、どちらも土着的表象に端を発した文化的実践であり、それ
ぞれに異なった郷愁のあり方にもとづくローカリティを構築する。1980年以降、こ
れらの土着的表象は、消費主義的な傾向をもたらすグローバル化の進展の中で、ア
ルゼンチン人にとってのアイデンティティのよりどころを提供しつつも、それ以前
には見られなかったような柔軟で動的な関わり方を生み、より境界侵犯的、非本質
主義的な実践の場を形成する傾向が生まれてきている。
Construir la localidad a partir de la nostalgia. 
La cultura nacional argentina en la modernidad reciente
 Taro NAGANO
Resumen
　　Este trabajo pretende reflexionar sobre los cambios producidos en el discurso 
y la práctica en torno a la identidad social e individual en la modernidad reciente 
en que se acelera la globalización, tomando el folclore y el tango como ejemplos. 
En la Argentina las representaciones criollas siempre han sido importantes 
debido a la inestabilidad del mito de la génesis nacional. Tanto el folclore como el 
tango son prácticas culturales que se originan de las representaciones criollas y 
construyen localidades particulares en base a la nostalgia de diferentes tipos. 
Desde la década de los 80, como consecuencia de la globalización que difunde el 
consumismo, estas representaciones criollas han permitido otorgar la base de la 
identidad de la manera más dinámica y flexible, por lo que se observa una 
tendencia a formar campos de acción más transgresivos y menos esencialistas.
はじめに
本稿の課題は、グローバル化が加速する後期近代
 1
において、社会と個人のアイデンティ
ティをめぐる言説と実践が変容するさまを、アルゼンチンの国民文化表象として機能する
フォルクローレとタンゴを例にとりあげ検討することである。
ここで言う「フォルクローレ」「タンゴ」とは、20世紀以降、アルゼンチンの文化産業
 1  本稿で用いる「後期近代（Late Modernity）」の用語は、「ハイ・モダニティ」（アンソニー・ギ
デンズ）、「スーパー・モダニティ」（マルク・オジェ）、「リキッド・モダニティ」（ジークムント・バ
ウマン）などの用語と同様に、「ポスト・モダニティ」が含意する近代との断絶に疑義を提出し、近
代の中にあって近代性がきわまる時期を指すことを意図している。
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やマスメディアを通じて一般名称として定着した、消費対象、または実践対象としての音
楽／ダンスのジャンル名を指す。
スペイン語における「フォルクローレ（folklore, folclore）」は本来、民俗学の研究対象
としてのフォークロア、民間伝承の総体を指す、幅広い概念である。しかし、本稿では、
上記の時期に一般化したジャンル名としてのフォルクローレに限定して考察を進める
 2
。
起源に基づく説明では、フォルクローレは地方の民俗文化であり、タンゴは都市の大衆文
化であるとされている。しかし、音楽やダンスの実践に焦点を当てて考えるならば、実態
と食い違っている。今日、現実にフォルクローレを支えているのは、音楽産業を通じて日々
商品化される CDや、コンサート、フェスティバル、ラジオ等を介して結ばれる演奏者と
聴衆であり、また、全国に無数に存在するダンス学校等でダンスを学ぶ若者や、中高年の
人々である。地方の家庭で口伝えに継承され、自発的に実践される、というあり方は、い
まや都市居住者のロマンチックな観念に過ぎず、あったとしても例外的、限定的なものに
過ぎない。
他方、タンゴもかつては大衆文化として幅広く受容された時期があったが、現在、音楽
面では、主として観光客向けに過去のレパートリーが繰り返し演奏され、古い音源が再生
されている。近年におけるタンゴ・ダンスのリバイバルは、そうしたオールディーズを基
本として、グローバルな流通経路に乗ったダンス技法の習得ブームが起きているというも
のである。重要な点は、フォルクローレもタンゴも、グローバル化する世界において、ア
ルゼンチン国民文化の個別性を保証する記号として他のポピュラー音楽ジャンルに優先さ
れ、自国人だけでなく、外国人も巻き込みながら進展していく同時代的実践であることで
ある
 3
。両者の差異は、それぞれの実践をめぐって構築された場所の性質、すなわちロー
カリティの違いにもとづいている。
軍政が終了した 1983年以降、アルゼンチン社会は、政治経済面、文化社会面において、
厳しい監視体制下の孤立状況から脱し、グローバル化の波にさらされてきた。特に、積極
的な新自由主義政策を推進したメネム政権下（1989-1999）において、文化は巨大な資本
力を背景とした多国籍企業に命運を左右されることとなった。同時に、ケーブルテレビ、
衛星放送、インターネットといった情報通信メディアの拡大も、国民文化保持にとっては
困難な状況を生み出した。
国際的に知名度が高いタンゴは、国際的マーケットにおける消費文化として、とくにダ
ンスをめぐる新しい市場を開拓し、観光と密着しながら大きな成長をとげた。他方、フォ
ルクローレは、規模が小さく成長の可能性も限定された国内市場の中で生き残りを余儀な
 2  日本や欧米で「フォルクローレ」といった場合、通常は 70年代以降世界に広まったアンデス音
楽を意味するが、ラテンアメリカにおいては自国内の民俗音楽を指す。
 3  Chasteen （2004）は、ポピュラーダンスと国民的アイデンティティをめぐり、独創性あふれる
議論を展開している。
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くされてきた。音楽面では、散発的なヒットや聴衆の若返りがあったものの、60年代の
ように爆発的な市場拡大は望みようがない。
そうした中で、若い世代を中心に、伝統的な文化にアイデンティティのよりどころを求
めつつも、それ以前にはなかったような、柔軟で動的な関わり方をする傾向がうまれてき
ていることが注目される
 4
。現代におけるフォルクローレとタンゴの実践は、かつての二
元論的発想から解き放たれ、より境界侵犯的であり、非本質主義的な傾向を帯びてきてい
るように思われる。フォルクローレの実践の一部にタンゴが取り込まれ、他方で、タンゴ
の実践の一部にフォルクローレが取り込まれることが普通に見られるようになり、２つの
実践系の間の人材の移動－ただし、現実にはフォルクローレからタンゴへという流れが圧
倒的多数である－が常態となった。
以下では、グローバル化と表裏一体の関係にあるノスタルジアとローカリティの意識の
仕組みについて整理したのち、アルゼンチン・ナショナリズム確立期におけるタンゴと
フォルクローレの象徴性の意義を歴史的に明らかにし、最後に、伝統的、ないしは土着的
表象を可視化する意味で特に重要な働きを持つ、ダンス実践に携わるアクターへの聞き取
り調査をもとに、1980年代以降のアルゼンチンにおける国民文化表象をめぐる新しい動
向について考えていくことにしたい。
グローバル化とノスタルジア、ローカリティ
グローバル化とは、時間と空間の持つ意味が変化することに由来する現象である。ジー
クムント・バウマン（2001）は、時間と空間の関係が、運命的、静止的なものでなく、一
時的、経過的、動的なものとなったことをもって、近代の開始ととらえることができると
する。近代の前期であるハードウエアの時代においては、進歩は規模の拡大であり、空間
的拡張のことであった。しかし、いまわれわれが生きる近代の後期、すなわちソフトウエ
アの時代では、価値獲得の手段である時間の効率化は極限をきわめ、特権的な場所も、特
別な価値を持った場所も消滅せざるを得なくなった（バウマン 2001：143-154）。
現代社会において、われわれはますます、スーパーマーケット、空港、ホテル、高速道
路、テレビ、パソコン、ATMといったような、「非場所（non-places）」（Augé 1995）で
時間を過ごし、世界的な「没場所性（placelessness）」（レルフ 1999）の進行に直面して
いる。ノスタルジアとローカリティの感覚は、こうした時間と空間の変化に起因するとら
えどころの無さに対して、一種の防波堤としてアイデンティティを保護する役割を果たし
 4  Bomben et al. （2006）は、フォルクローレと国産ロックのミュージシャンへの聞き取り調査を
おこない、ガウチョを賞賛する土着主義を中心とした国民的アイデンティティが問い直され、これま
では排除されてきた先住民、アフリカ系住民、ヨーロッパ移民、ラテンアメリカ移民などのグループ
をも包含した新しい社会的アイデンティティが模索されている、と結論づけている。
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ている。
「グローバル化」をいかなる時期における、いかなる現象として特定するかは、論者によっ
てまちまちである。しかし、床呂郁哉（1999）が指摘するように、現代におけるグロー
バル化をめぐる議論は、おおむね世界資本主義の最新の段階に出現した新しい現象である
という認識を共有し、世界資本主義システムの中枢部での現象や、その中枢としての「西
洋」と「それ以外」の世界という二分法に基づく枠組みの中で展開されてきた（床呂
1999：7）。したがって、世界資本主義システム中枢に位置する西洋における近年の現象
が基準とされ、同一の現象がその他の地域に時間差を伴って波及していくと考えられる。
しかし、床呂が批判するように、こうした認識の枠組みでは、世界資本主義システムへの
不均等な参入という現実の様態が捨象され、システム外におけるダイナミズムは、ただ単
に規格外のものとして等閑視されることになる（床呂 1999 : 11-15）。
このような西洋中心主義的視座の欠点を是正しつつ、同時に、システム外における規格
外の様態を理想化し、それを万能の処方箋として想定してしまう過ちに陥らないためには、
グローバル化分析の時間軸を通常より長めにとり、さらに、その枠内に比較文化的視点を
持ち込むことが、当面の戦略的アプローチとして有効であろう。
ロバートソン（1997）は、グローバル化は近代化に先行し、近代性そのものも多数の
異なるものが存在したと指摘する。他方で、現代における真正性（本物らしさ）および土
着性への関心は、収縮する世界において、グローバルな競技場の中に入るための認知を要
求するものだ、と主張する（ロバートソン 1997：12-16）。つまり、近代ナショナリズム、
民族運動、土着の人々の運動などを、グローバル化の圧力に対する個別主義の単純な反発
であると見るのではなく、グローバル化によって諸社会がますます狭く押し集められる時
に浮き彫りになる、個別の社会と地域の独自性を確立する必要性の帰結である、ととらえ
るのである（ロバートソン 1997：13-14）。
ロバートソンによれば、グローバル化の理論化にとって、ノスタルジア（郷愁）のパラ
ダイムを理解することが重要である。とくに、1870年から 1925年にかけて、世界中で
国民的アイデンティティと国民統合をめぐる論点に大きな関心が寄せられ、伝統の「発見」
や「発明」が政治的に推進された時期に発展した古典社会学の理論は、古代ギリシャにお
ける同質的な田舎の社会への郷愁の観念に大きな影響を受けていた。グローバル化と近代
化が進むなか、社会学者たちは、しばしば郷愁的なやり方で、「疎外」「孤立」といった、
近代性のテーマ、個人－社会の問題に関心を持ち、そうした発想法が世界に広まったので
ある（ロバートソン 1997：213）。
中国語における「郷愁」の語が、人が幼少時の生活において親しんだ場所へ帰りたいと
言う願いを示すように、西洋におけるノスタルジアにも、故郷喪失性の概念が関与してい
る。ストースとターナー（1988）によれば、郷愁のパラダイムには、四つの主要な前提、
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すなわち、①没落としての歴史の観念、②全体性の喪失の感覚、③表現性・自発性の喪失
の感情、④個人の自律性の喪失の感覚、がある（ロバートソン 1997、217頁に引用）。こ
れらの４つの前提のうちどの要素が強調されるかは、郷愁があらわれる具体的状況、時代
によって異なってくる。
1925年から 1968年にかけての比較的安定した時期をへて、1968年から現在にいたる
時期における郷愁は、消費者中心主義的なイメージに媒介され、個人的であるよりも集合
的であり、「故郷」の具体性は衰弱しつつある（ロバートソン 1997: 221）。環境運動や、
家族、近隣を大切にする運動などに見られるように、故郷の概念は相変わらず重要である
ものの、必ずしも何時でも小さな特定の場所に言及するということではない。郷愁は、「グ
ローバルな尺度で集合的になっているとともに、それ自身グローバル性を目指している」
のである（ロバートソン 1997：224）。
しかしながら、「故郷」が特定の場所に言及するのではなくなってきたとするならば、
今日、ローカリティ（場所性）とはいかなるものとして理解可能だろうか。アパデュライ
（2004）は、ローカリティが本来的に瓦解しやすい社会的構築物であり、儀礼などの、さ
まざまな手続きを経て生産、維持されるもの、ととらえる。アパデュライは社会生活が生
産される現場であり、かつその手段ともなる現実の舞台を、社会生活の属性としてのロー
カリティから区別して「近接（neighborhood）」と呼ぶ。近接とは、状況づけられた共同
体であり、それが長期的に再生産されうるかどうかは、ローカル化された空間や時間と、
ローカリティを再生産するための知識をもつローカルな主体との相互関係が、途切れるこ
となく築かれるかどうかにかかっている（アパデュライ 2004: 323）。
近接は、無秩序あるいは抵抗的と見なされる場所（森林、未開地、海洋、砂漠、湿地、
河川等）や、他の近接に対置され、生産される。近接は、有意味な社会的行為を生成し解
釈するためのコンテクストであると同時に、またそれ自身が理解可能となるためのコンテ
クストを必要とし、生産する。つまり、どんなに安定的で孤立したように見える共同体も、
単独ではローカリティたりえないのである。こうしたコンテクストとしての近接と、近接
のコンテクストとの関係は、現在のわれわれが生きる世界では新たなる複雑性を獲得して
いる。なぜなら、ローカリティの生産はいまや、脱領土化を遂げ、ディアスポラ的で、ト
ランスナショナルな様相を呈するようになった世界で執り行われるようになったからであ
る（アパデュライ 2004：335）。
今日の世界においてローカリティの生産にもっとも直接的に作用する要因は、国民国家、
ディアスポラ的な人の移動の流れ、電子的かつ仮想的な共同体の３つである（アパデュラ
イ 2004: 336）。国民国家は、境界づけられた領土という裂け目なき統一体において、平坦
で同質的な国民性の空間を創出することを目指す。国民国家が現実には市民生活の統制に
失敗しているとしても、神聖性を帯びた特別な空間であることに変わりはない（アパデュ
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ライ 2004：337）。
その意味で、比較的安定した組織や、歴史、空間、場所によって構成された生活空間で
ある近接を生産する営為は、国民国家のプロジェクトと相剋し、徹底的に管理される必要
があるが、その一方で、国民国家の想像界において、近接は一般化可能な様式の事例であ
り範型であるとも構想される（アパデュライ 2004：339）。つまり、近接は管理統制の対
象であると同時に、目指すべき手本ともされるのである。
しかし、近代国民国家の規範的性質である人、領土、主権の正統性の同型性自体が、現
代世界を特徴づける人の移動形態に脅かされている。労働、難民、観光など、さまざまな
現実が現代世界において人の移動を恒常的なものにしている。レジャー産業はトランス
ローカリティと呼ぶべき、ローカルな主体性それ自身が商品化される強力な傾向を生む。
また、難民キャンプや都市のあらたなる暴力は、近接のなかに、さらに広範な地域的、ナ
ショナル、またはグローバルなプロセスの影響を折り重ねていく（アパデュライ 2004：
342）。
さらに、電子的な形態をとったマスメディアの存在は、空間的近接と仮想的近接を乖離
させる。電子的な近接は、情報の取引や連関の構築を担う共同体となり、慈善から結婚に
いたる生活の多くの局面に影響を与え、ディアスポラ・コミュニティも、電子的メディア
を通じて、祖国や都市をめぐる政治に積極的に関与できるようになった。こうして、ロー
カルな主体性を生産し涵養する手段となる想像力の働きは、高度にローカルな問題と高度
にトランスローカルな問題とから構成される、驚くべき多層構造となるにいたった（アパ
デュライ 2004：350）。
アルゼンチンにおけるグローバル化と「土着性＝クリオージョ」の意味
前節で検討したように、グローバル化する状況におけるノスタルジアとローカリティの
問題は、複雑化しながらも重要性を失っていない。メトロポリスに直結した形での近代化
の推進、移民の大量流入といった事態を背景として、早くからグローバル化の文脈に取り
込まれてきたアルゼンチンでは、たびたび社会的アイデンティティの問い直しを余儀なく
されてきた。アルゼンチンにおける意図的な郷愁の対象とされてきたのは、ガウチョなど
の土着的表象である。しかし、もともと先住民人口が少なく、主としてヨーロッパから大
量の移民を受け入れて成立してきた「移民国家」において、土着的表象はいかなる意味 
を担わされているのか。そもそも「土着的＝クリオージョ
 5
（criollo）」という形容詞が意 
 
 5  スペイン語の criolloを「クリオーリョ」と表記することもあるが、アルゼンチンでの発音は「ク
リオージョ」に近い。統一された正字法とは異なり、発音は国や地域により独自性がみられる。その
仕組みがまさしく criolloの概念と重なることから、本稿では「クリオージョ」の表記で統一した。
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味するものは何なのだろうか。
最初に明らかにしておくべきことは、現代ラテンアメリカ社会における「クリオージョ」
の概念は、西洋史学において一般的に定式化される、「現地生まれの白人」といった人種概
念とは食い違っていることである。むろん、植民地期から独立運動期にかけての時期に限
定して言うならば、クリオージョ＝「現地生まれの白人」をさすこともある程度まで妥当
と言えるが、独立達成後の共和国について言えば、その意味はそれぞれの社会の実態に合
わせて意味を変えていく。独立以降のラテンアメリカ各国において、クリオージョはむし
ろ文化的概念となり、そこにはアフリカ系、先住民系、混血系などすべての人々が包含さ
れるようになっていく。アルゼンチンにおけるクリオージョは、簡単に言えば、「先住民ア
イデンティティを持たない、新移民流入以前からの居住民の子孫、および、その文化」を
指す。別の言い方をすれば、新大陸に移植されたヨーロッパ的文明に帰属した人々の集合
体から、明らかな新参者を除いたものである。
同じく移民国家であるアメリカ合衆国と比較した場合、アルゼンチンでは、歴史や風土
に起因する文化的特質が国民文化の基盤として規定される傾向があることが目を引く。そ
の理由として、アルゼンチンにおける国家起源神話の不安定性があげられるであろう。ア
メリカ合衆国の場合、清教徒に対する宗教的迫害を逃れたイングランド市民による、プリ
マス開拓村建設のような起源神話が、理想的な共同体を築くといった未来志向の国民文化
観をもたらす。それに対して、アルゼンチンは、スペインによる新大陸征服、平定ののち
に生まれた植民地が、本国から政治経済的独立を達成して共和国を築いたという、他のス
ペイン系アメリカ諸国と共通する起源神話しか持たない。したがって、文化的根源として
のスペイン、そして他の旧スペイン領諸国との境界はきわめて曖昧である。それゆえに、
契約にもとづく新しい共同体の創出といったような積極的原則ではなく、歴史や風土が育
んだ受動的特殊性、すなわち土着性が問題となってくるのである。
しかし、「土地生まれのもの＝クリオージョ」という概念は、決して排他的なものではな
く、歴史的、地理的連続性を否定しない。アルゼンチンのナショナリズムがスペイン主義
と結びついたり、あるいはラテンアメリカ主義に呼応したりすることがあるのは、クリオー
ジョ概念の恣意性とも関係がある
 6
。なおかつ、出生地主義をとるアルゼンチン社会にお
いては、「土地生まれ」とは生まれてくるすべてのこどもたち（第２世代）に約束された
形容詞であり、第１世代も努力次第で近づきうるような、実際のところ垣根の低いカテゴ
リーなのである
 7
。そこから、クリオージョ性とは、本源的な資質というよりも、パフォー
 6  柳原（2007）は、拡大型ナショナリズムの観点からラテンアメリカ主義について詳細に論じてい
る。しかし、その立論において国民国家を希求するナショナリズムが分離型ナショナリズムと矮小化
される点には同意できない。また、ここでは、ラテンアメリカがスペイン系アメリカ諸国に限定され
ているために、政治的文脈において、ブラジルや、時として西インド諸島の英語圏、フランス語圏の
国々まで含みうるラテンアメリカ概念の伸縮性の高さが意図的に見落とされている。
 7  リカルド・カリマンは、クリオージョ・アイデンティティは、先住民、アフリカ系住民、ヨーロ
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マティブ（遂行的）な資質としてあらわれてくる。
アルゼンチン近代化期における土着主義の系譜
宗主国スペインからの独立宣言以降のアルゼンチンの歴史においては、一貫して欧化政
策が希求される一方で、周期的に土着主義的揺り戻しが見られる。すでに19世紀前半には、
中央集権主義と連邦主義に二極化された政治的内乱の中で、連邦主義の覇者となったブエ
ノスアイレス南部の実力者フアン・マヌエル・デ・ローサスが、伝統的価値観に基盤を置
く独裁的体制を築き上げた。他方、ローサスに対抗した中央集権派の亡命知識人のエステ
バン・エチェベリーアやドミンゴ・Ｆ・サルミエントらは、ローサスに体現される伝統的
価値観を後進的で野蛮なものと糾弾しつつも、土着的表象には魅惑されていた（林みどり、
2001：45-49）。
1880年前後にかけて、アルゼンチンは近代国家としての体裁を急速に整えつつあった
が、その一方で失われていく「古き良き時代」を、ホセ・エルナンデスの『マルティン・フィ
エロ』（1872、1879）やエドゥアルド・グティエレスの『フアン・モレイラ』（1879）は、
土着的・伝統的文化の具現者とみなされた大草原パンパの住人ガウチョの姿に託し、権力
を行使して遂行される近代化に対する告発と諦念をもって描いた。
19世紀末から 20世紀初めにかけて、新聞小説、サーカス、演劇など、一般大衆を対象
としたメディアでは、ガウチョやコンパドリート（都市下層のヤクザもの）といった、土
着的表象が好んで取り上げられ、そのイメージが固定化されていった。その一方で、失わ
れていく伝統文化や風習を記録にとどめようとする出版物が増え、民俗学の萌芽が生まれ
た。中央で活躍する地方出身のエリートたちは、近代化によって急速に変化していくパン
パとは異なる伝統を保持する地方への関心を呼び覚まし、国民文化論の進展に寄与した。
ラ・リオーハ州出身の官僚、政治家、法学者のホアキン・Ｖ・ゴンサレスは、著書『ミス・
モンターニャス（追憶の山々）』（1893）において、地方文化にとどめられた伝統的側面
を国民文化の原イメージとして描き出した。
同じく地方エリート出身で著述家、大学教授、20世紀初頭における文化的ナショナリ
ズムのイデオローグのリカルド・ローハスは、『エル・パイス・デ・ラ・セルバ（森の国）』
（1907）、『アルゼンチン文学：ガウチェスク文学篇』（1924）、『エウリンディア』（1924）
といった一連の著作において、土着的表象の意義を国民文化形成の礎として強調した。ま
た、1910年代には、ローハスや詩人レオポルド・ルゴーネスらによって、『マルティン・
フィエロ』が再発見され、国民文学の出発点とすべきテクストとして再定義された。この
ッパ移民、アジア系住民に対抗的に打ち立てられるエスニック・アイデンティティであるが、非クリ
オージョ系の人々の「クリオージョ化」の可能性を排除するものではないとしている（Kaliman 
2006: 90）。
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際に、ガウチョを中心とした土着的表象は脱文脈化され、国民文化の個別性を体現する純
粋な記号に転化された（長野 1998）。
以後、こうした土着的表象は意図的な郷愁の対象として、国家的事業としての調査、教
育、普及の対象となったり、民俗学を通じて地方にその代替物が求められたり、あるいは、
演劇、ラジオ、映画等のマスメディアを通じた懐古趣味的対象とされていくこととなった。
とくに、ポピュラー音楽、ダンスの分野における土着主義は根強く、音楽学者カルロス・
ベガが明らかにしているように、ブエノスアイレスおよびその周辺部では、19世紀末か
ら愛好家サークルが出現している。1920年代のアンドレス・チャサレータの歌舞団登場
以降、地方を発信源とする音楽・ダンスがその流れに合流し、伝統主義運動が再活性化し
た（Vega 1981）。ダンス、音楽を含むフォークロアの学校教育への導入の呼びかけも無
視できないものであった（長野 2005）。
フォルクローレに比べて、タンゴの公的認知は遅れをとった。タンゴは大衆文化の次元
では、フォルクローレ同様に土着主義的表象として機能したが、クリオージョ概念から排
除されたアフリカ系住民やヨーロッパ移民との連想、社会的秩序を攪乱するイメージなど
から、1920年代になっても公的言説の次元では否定的な見解が強かった（長野 2001: 128）。
1910年代、タンゴはヨーロッパにおける流行をうけて、社会的周縁部から都市のサロンに
引き出され、それ以降、エリートや中産階層をも取り込んだ大衆的実践として拡大、変質
を遂げた。しかし、タンゴが国民文化として公式に認定されるのは、ペロン政権の民族主
義的政策においてである。国内文化保護を目的とした政令 33.711号（1949）によって、ラ
ジオにおける国産音楽、すなわちタンゴ、フォルクローレと外国音楽の放送比率が割り当
てられた事実は、この時期にタンゴが体制側のイデオロギーに取り込まれたことを意味す
る。
フォルクローレとタンゴにおけるノスタルジアとローカリティの変容
フォルクローレとタンゴの実践を考えるうえで、演劇や映画などのスペクタクルが果た
した役割は重要である。とくに、初期の演劇において、フォルクローレとタンゴは土着性
の記号として用いられ、その後それぞれ独自のローカリティが築かれていく契機となった。
19世紀末のリオ・デ・ラプラタ演劇においては、初期には田園を想起する表象のフォル
クローレ、やがて都市周縁部を想起する表象のタンゴといったように、土着的モチーフが
サーカスや、サイネーテなどの新興の演劇空間に取り込まれた。
20世紀になり、こうした土着的表象のパフォーマーである役者や歌い手たちは、フォ
ルクローレとタンゴにまたがった活動を展開した。1920年代から30年代にかけて活躍し、
歌謡ジャンルとしてのタンゴを確立した歌手のカルロス・ガルデルは、初期にフォルク
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ローレもレパートリーとし、のちにタンゴを専門とするようになった。ガルデルが主演し、
パリで撮影された映画「ブエノスアイレスの灯り（Las luces de Buenos Aires）」（1931）で
は、田園から都市への移動、フォルクローレからタンゴへの乗り換えといった、移行のテー
マが描かれている。このように、初期のタンゴにおいては、フォルクローレとの一定の連
続性が認められていた。
フォルクローレとタンゴのカテゴリーが本来連続性を持つものであるとするならば、こ
れらをめぐる言説において、連続性よりも対照性が強調されるようになる契機を明らかに
することが重要である。フォルクローレもタンゴも、過去に対する憧憬が多くの楽曲の詩
的モチーフの基本となっていることが多い。
フォルクローレの歌詞では、追憶の対象としての「生まれ故郷＝パーゴ（pago）」という
場所のイメージが構築され、直接的に言及される。タンゴの歌詞で頻繁に言及されるのは
「街区＝バリオ（barrio）」「下町（arrabal）」だが、これは追憶の対象とされる場合でも、
現実の生活の舞台とされる場合でも、いずれもフォルクローレにおける「パーゴ」のよう
な「神聖性を帯びた特別な空間」たりえない。海外、地方、田園からの移住者によって構
成される「バリオ」は「パーゴ」の喪失の後に成立する経過的場所であり、そこへの愛着
は相対的である。別の言い方をすれば、フォルクローレでは追憶されるべき「故郷」があ
り、故郷への帰還願望が基本的モチーフとして想起されるのに対し、タンゴでは「故郷」
の不在や喪失が前提としてあり、帰還の不可能性、別離への諦念が共同性を呼び起こす構
図となっている。
いずれにしても、アルゼンチンの国民文化言説には、田園を志向するフォルクローレの
故郷追憶的ノスタルジアと、都市近代文化的なタンゴの根無し草的メランコリーが併存し
ている。どちらも単独ではアルゼンチン文化の個別性を保証することはできず、冒頭で指
摘したような、アルゼンチンにおける起源神話の不安定性を埋め合わせるために、フォル
クローレとタンゴが相補的に文化的アイデンティティを支える構図となっているのであ
る。
大衆的な音楽／ダンス・ジャンルとしてのタンゴは、1940年代に頂点を迎え、50年代
後半から徐々に停滞に向かう。最盛期のタンゴは、都市上層から下層まで、さまざまな階
層の市民が、お気に入りの楽団への応援を競い合い、週末ごとに開かれるダンスパーティ
で踊りにうち興じる、まさしく大衆的な現象であった。1950年代以降、それと交代する
ようにして、大衆的ジャンルの地位を獲得したのはフォルクローレであった。沿岸部にお
ける工業化の進展にともない、内陸部から首都周辺へ移り住む地方人の存在が、フォルク
ローレの商業的成功の基盤となった。さらに、60年代初めにはテレビ番組や、音楽フェ
スティバルを通じて、若者がギターを抱えてフォルクローレを歌うことが流行した。こう
したブームの一方で、フォルクローレは政治的、社会的メッセージを歌うようになり、
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60年代末以降、さらに政治化した運動は軍事政権に厳しく弾圧され、多くの音楽家が亡
命を余儀なくされる結果となった
 8
。
シンガーソングライターで、近年は SADAIC（アルゼンチン作詞家作曲家協会）理事
をつとめるセサル・イセーラは、1999年におこなったインタビューにおいて、「グローバ
ル化が進む世界では、若者たちはアイデンティティの手がかりになるものを聞かせてくれ
る音楽や歌手に飛びつく。とくに、1976年から 1983年の軍政時代に起きた、行方不明
者や亡命者、文化的洗脳といった事態を知らない今の若者たちは、音楽や詩、映画を通じ
て以前起きたことを知ろうとし始めている」と話した。しかし、イセーラは、現代の若者
が抱えるアイデンティティ回復欲求は政治的なものではなく、詩的、音楽的な深みを追求
するものでもないと断言した。若者が反応するのは、カリスマ的影響力を持つ等身大のア
イドルであり、その反応の仕方は、ガウチョ風の衣装の模倣や、サッカー・アルゼンチン
代表チームのシャツの着用など、単純で、記号的である（1999年 11月 19日、東京にて）。
しかし、90年代にそうした消費者中心主義的フォルクローレ音楽が次々と出てくる以
前、80年代には、フォルクローレに替わって大衆的ジャンルとなったロックとフォルク
ローレのジャンルを越えた交流のプロジェクトが起き、北部サンティアゴ・デル・エス
テーロ州を中心としたシンプルなダンス音楽チャカレーラや、北東部のダンス音楽チャマ
メの流行があった。90年代後半になると、伝統的なクリオージョ文化を体現したような歌
手が全国区における絶大な人気を獲得するなど、土着主義の揺り戻し現象は常にみられる。
他方、タンゴは 1980年代前半、ヨーロッパやアメリカで大成功したショー「タンゴ・
アルヘンティーノ」をきっかけに、世界的なタンゴダンス・ブームを巻き起こすことにな
る。それまでは有名楽団公演の付属物に過ぎなかったダンスをメインにすえたことが功を
奏し、時代に取り残されていたタンゴは、都市ブエノスアイレスの文化伝統としてのあら
たな意味を再発見した。タンゴ・ダンスへの関心は、ヨーロッパ、アメリカ、日本などで
同時多発的に拡大し、各地に生まれた愛好家サークルでは、タンゴ・ダンスを教えられる
人材が求められた。
このようにして、世界中からタンゴ・ダンスのメッカであるブエノスアイレスを目指し、
タンゴを目的とした観光客の数が急増し、現地でも需要に見合うだけのダンス教授の数が
不足するほどであった。世界的なタンゴ・ダンスのブームはアルゼンチンの若者にも伝染
し、90年代にはいると、世代間の断絶を経て途切れたダンス文化としてのタンゴを、教室
で学ぶアルゼンチン人の若者の姿が目につくようになった。タンゴ・ダンス市場は拡大の
一途をたどり、ブエノスアイレス市内のショーレストラン、ダンスクラブ、ダンス教室、
シューズや衣装のショップなどは、一大産業を成している。ブエノスアイレス市当局もこ
 8  こうした状況下で、フォルクローレに代わって大衆的音楽の主流となっていったのは、スペイン
語で歌われるロック、すなわち国産ロックであった。
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うした状況の中、タンゴの首都ブエノスアイレスを世界に向けてアピールするために、タ
ンゴ・ダンスの国際競技会を主催し、近年ではユネスコにタンゴの無形文化遺産としての
登録を申請した
 9
。
フォルクローレについても、タンゴについても、90年代以降とくに目立ってきたのは、
消費者中心主義的なノスタルジアの傾向である。まずは、グローバル市場において競争力
のある商品であるタンゴと、そうでないフォルクローレの明暗がはっきりした。そのうえ
で、主力商品であるタンゴは、文化産業、メディア、行政の積極的投資の対象となり、過
去の文化的アイコンや、往年の名演奏家やダンサー、歴史的発展という物語そのものが、
主として観光業における懐古的資源として動員されている。とくにダンスは、技術の習得
や、過去に蓄積されたマナーの理解を新規参入者に強いる点において、独特なアルゼンチ
ン、ないしはブエノスアイレスという場所の構築に大きな役割を果たしている。他方、フォ
ルクローレはグローバル市場に背を向けたかたちで、独自の国内市場を形成し、アルゼン
チン人自身によるイメージ消費に特化している。
後期近代におけるフォルクローレとタンゴをめぐる言説と実践
以下では、こうした後期近代の消費者中心主義的な状況における、フォルクローレとタ
ンゴ実践の今日的なありかたについて、実践者への聞き取り調査をもとに考察していく。
1972年、ブエノスアイレス市の南に位置する郊外の町キルメスで生まれ育ったネストル、
通称“ポラコ（金髪）”は、両親の離婚による不安定な家庭環境のなかで、フォルクローレ・
ダンスが幼少時の精神的安定をもたらした。近所のダンス教室の指導者ホセは父親代わり
のような存在としてポラコを見守った。勉学には向かず、中学校
 10
を中退してしまった
ポラコだが、ダンスには非凡な才能を発揮し、10代前半からさまざまな舞踊団、グルー
プで職業的ダンサーとして踊り、経験を蓄積していった。その一方で、指導者ホセには全
幅の信頼を寄せ、地元のキルメス舞踊団での活動も続けていた。
プロのパフォーマーとしての転機が訪れたのは、20才頃、長らくヨーロッパに基盤を
置いて活動をしていたコキとパハリン・サアベドラ兄弟が、アルゼンチン国内で創設した
舞踊団との出会いであった。フラメンコやモダン・バレエ、演劇、ワールドミュージック
などを取り入れた、新しいフォルクローレ・ダンスのプロジェクトに魅力を感じたポラコ
は、2006年に退団するまで 12年以上にわたって、舞踊団のトップダンサー、指導助手
 9  2009年 9月 30日、アブダビで開かれたユネスコの無形遺産委員会で、タンゴは他の 76件とと
もに代表リストへの登録が認められた。朝日新聞電子版 9月 30日
（http://www.asahi.com/national/update/0930/TKY200909300363.html）。
 10  アルゼンチンの教育制度では中学と高校が分かれていないため、ここではその二つを合わせた
Esucuela secundaria（中等学校）を指す。
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として活躍した。その間、結婚して一児の父親となったポラコは、理念には共鳴し続けな
がらも、サアベドラ兄弟の舞踊団の運営に疑問を感じるようになった。入念に準備された
質の高い舞台作品を世に問うてきた舞踊団は、不規則で長い拘束時間、過度の集団主義と
質的維持の困難の矛盾、といった問題を抱えていた。30代半ばになり、家庭を築いたポ
ラコは、グループから離れることを決意した。現在は、妻と始めた服飾店経営に携わる一
方で、有名なフォルクローレ音楽家のパーカッション伴奏、ダンサーとしての仕事、フォ
ルクローレ・ダンスを教える仕事、など多様な活動に従事している。将来的には自分のア
イデアをもとにした舞踊作品を作っていきたいが、自ら演出することにはこだわらず、む
しろ先人から受け継いだフォルクローレ・ダンスの技術を、若い世代に伝えていくことを
目指している（2008年 10月 20日、ブエノスアイレスにて）。
ポラコよりも３才年下で、1975年生まれのクリスティアンは、ブエノスアイレス市の
北にある郊外の町サン・フェルナンドで生まれた。内陸部出身で、かつては自分もダンサー
を目指した父親の影響でフォルクローレ・ダンスを始めた。はじめは地元のダンス教室、
舞踊団に所属し、12才頃から、ブエノスアイレス市内でプロレベルのダンサーを育成する、
バレエ・サルタの養成学校に通うようになった。やはり非凡な資質を持っていたクリス
ティアンは、15才頃から、舞踊団バレエ・サルタの団員として、ディレクターであるプロ・
ダンサー、マリーナとウーゴ・ヒメネスとともに舞台に立つようになる。クリスティアン
がパートナーのビルヒニアと出会ったのは、バレエ・サルタの活動を通してだった。
バレエ・サルタでの活動を通して、プロ志向を植え付けられたクリスティアンとビルヒ
ニアだったが、選んだ道はポラコと違った。二人はペアとして踊ることを通じてタンゴに
魅力と可能性を見出していった。当初、フォルクローレに強い情熱を持つクリスティアン
はタンゴに対して積極的ではなく、ビルヒニアに引きずられる形でレッスンを受けに行っ
たり、パフォーマンスを行ったりするようになった。しかし、バレエ・サルタでトップに
登りつめた彼らは、その後の進路としてタンゴ・ペアとして自分たちの踊りを世に問うこ
とを選択した。現在では国際的なタンゴ・カンパニーのダンサーとして世界を舞台に活動
する二人は、今から９年前にインタビューをおこなった時には、ちょうどバレエ・サルタ
を退団してペアの活動に専念する転機にさしかかっており、フォルクローレとタンゴの比
重についての見方は、二人の間で一致していない様子であった（1999年７月 15日、東
京にて）。
クリスティアンとビルヒニアのように、長年フォルクローレを学んでからタンゴに移る
ケースは非常に多い。もともとタンゴのダンスは見せるよりも踊るものであり、訓練を受
けたショー・ダンサーの数はあまり多くなかった
 11
。むしろ、フォルクローレの方が
1950年代から舞台指向の発想を発達させ、ダンサーの技術的訓練の意識も高かった。そ
 11  例外は、タンゴ・バレエの先駆者フアン・カルロス・コペス率いる舞踊団である。
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のため、1980年代になって、ショー・ダンスを中心にタンゴ・ダンスの世界的ブームが
起きたとき、技術的訓練を受けたダンサーの不足していたタンゴの世界に、フォルクロー
レ・バレエ出身のダンサーが流入するようになった。クリスティアンとビルヒニアも、こ
うした流れの延長線上で、職業的可能性の低いフォルクローレから、拡大市場であるタン
ゴに主な活動を移したのであった。
クリスティアンよりさらに 10才年下で、1985年生まれのヘルマンは、内陸のコルドバ
州モンテマイス出身で、現在はブエノスアイレスにある国立芸術大学校（IUNA）のフォル
クローレ専修課程で学んでいる。すでにフォルクローレ・ダンス教師としての未来を明確
に思い描いている彼は、平日はブエノスアイレス市内のアパートから大学に通い、週末に
なるとバスで７時間かけて故郷に帰り、土日は隣町のダンス教室で教えるという生活を続
けている。ヘルマンもポラコ同様に、家庭環境とフォルクローレへの専心に相関関係があ
る様子である。両親の離婚後は母と同居したが、仕事を持つ母のかわりに、子供のいない
近所の家庭が事実上の育ての両親となった。16才の頃、育ての両親がヘルマンを連れて町
のフォルクローレ・ダンス教室に通うようになった。フォルクローレの活動に熱中したヘ
ルマンは、高校卒業後、州都コルドバ市に住み、２年間のフォルクローレ・ダンス技術専
修コースに学んだ。その間も常にホームグラウンドのモンテマイスとの間を往復し、舞踊
団の仲間たちと地元のイベントで踊ったり、他州でおこなわれるダンス競技会に参加した
りといった活動を続けた。近年では、地元の舞踊団を率い国外のダンス・フェスティバル
に参加することを目標に掲げ、すでにペルー、コロンビアと二度の国際フェスティバルへ
の出演を実現した（2009年 3月 2日、ブエノスアイレスにて）。
ヘルマンの故郷モンテマイスは肥沃なパンパの農業地帯にあり、20世紀初頭に鉄道の開
通をきっかけとして生まれた新しい町である。イタリア系など、非クリオージョの住民や、
他の地域からの移住者が大半を占め、独自の地域伝統は事実上存在しない。しかし、今日
のアルゼンチンでフォルクローレ・ダンス実践が盛んなのは、社会的格差が少なく、ゆと
りある生活が可能な、こうした地域である。ともすれば、単調で刺激に欠ける地方都市に
おいて、フォルクローレ・ダンスの実践は若者たちに連帯意識を芽生えさせ、努力目標を
与える。こうしたパンパの地方都市のあちこちでは、ダンス・グループ主催の競技会が開
かれ、互いに訪問し合うことで、持ちつ持たれつの互酬的ネットワークが成立している
（Hirose 2007）。こうした競技会は、経済的に大きな収益をもたらすほどの規模ではなく、
外の世界から閉じた独自の小空間を構成している。これらの小空間は、美的価値の創出や
職業的キャリア形成といった近代的志向性よりも、ある種、市場主義的な競争の観念をは
らみつつも経済的には自給自足的な、現代的な消費主義を体現すると言えるだろう。
2006年、アルゼンチン滞在中に知り合ったトマスは、ダンスの専門的実践者ではないも
のの、フォルクローレとタンゴの双方に対して、今日的で柔軟な考え方を持つ若者である。
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インタビュー当時、IUNAでバイオリンを学ぶ大学生だったトマスは、タンゴの楽団でバ
イオリンとパーカッションを演奏する、セミプロの音楽家でもあった。生粋のブエノスア
イレスっ子として、かつてはタンゴに熱中し、タンゴが流れるバーに音楽を聴きに通った
り、タンゴ・クラブに踊りに行ったりすることも相当あったらしい。しかし、ある時から、
タンゴ・ファン独特のメランコリーのポーズが耐えられなくなり、冷めてしまうように
なった。そんなときに、大学の女友達に誘われフォルクローレのダンスを初めて体験した。
単発的なワークショップで基礎を学ぶと、あとはできるだけ同世代の若者がいるような
ペーニャ（フォルクローレ・クラブ）を探して踊りに行くようになった。トマスにとって、
フォルクローレの最大の魅力は、自由で開放的な祝祭感覚にあり、当面はそこに熱中して
いるが、ずっと続くかどうかはわからないという。（2006年 8月 30日、ブエノスアイレ
スにて）。
ダンスを楽しみとしてとらえるトマスのスタンスは、それぞれに閉じたネットワークを
形成しがちなタンゴとフォルクローレに対して適度な距離をとりつつ、ポジティブな部分
には反応していくというものである。こうした意味でのジャンル間の相互浸透は、タンゴ・
ダンスを踊るクラブであるミロンガでも起きている。タンゴを踊りに来る客に向けて、あ
る一定の時間帯にフォルクローレやその他のダンス音楽をかけ、ダンスフロアの雰囲気を
変えることは、さまざまなミロンガでかなり定着した慣行である。このように、タンゴの
実践空間に取り入れられたフォルクローレが、外国からタンゴを踊りに来るタンゴ・ダン
ス愛好家の興味を引き、ブエノスアイレスや、各国のタンゴ教室でフォルクローレが教え
られる事態は、タンゴが形成するローカリティと真正性の言説における新しい傾向として
注目に値する。フォルクローレにはタンゴにはない固定的なローカリティや、真正性の観
念を想起する力がある。そうした意味で、フォルクローレはタンゴと補完関係にあり、正
反対のものとして語られることを通して双方の存在意義を確認し合っているのである。
結びに
本稿では、19世紀末から 20世紀初頭のアルゼンチンにおいて成立した土着的表象をめぐ
る言説と実践の構図を浮き彫りにし、民政移管後の 1980年代以降、すなわち後期近代の
特徴がきわだってくる近年におけるその変容を、フォルクローレとタンゴの対比を通して
検討した。
今日、フォルクローレとタンゴの実践は、具体的な活動空間、すなわち、アパデュライ
の言う近接と、そこにおける社会的諸関係であるローカリティを形成している。当初、国
家の管理統制の対象となった近接に属していたこれらの文化的実践は、国民国家に手本を
提供できるような形で取り込まれ、現実の社会生活からは遊離した新たな近接を形成して
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いるということができるであろう。起源としての近接は常にノスタルジアの対象として追
憶されるが、その社会的現実としてのローカリティは忘却される。こうして、言説と実践
がきわめて乖離した形で成立するポピュラーダンス実践の問題についてさらに考えを深め
ていくことは、今後の課題である。
アルゼンチンのフォルクローレ・ダンスの主題をめぐる学術的研究を志してから、15年
が経過した。その間、遅々たる歩みを続け、研究成果を文章化する作業と取り組んできた。
歴史研究を行っているという自覚はあったものの、不思議と、同時代的現象として対象を
分析しようという気が起こらなかった。1984年末頃に東京でこのダンスの実践者と出会
い、その活動に身を投じて以来、遠い場所の、伝統的文化とされるダンスを媒介として、
自らのからだと向き合う実践を継続してきた。この活動は、異文化や、他者をめぐる探求
であるだけでなく、同時に、直接的に、自分自身のアイデンティティを構築する作業とし
ても機能してきた。そのため、フォルクローレ・ダンスの学術研究を志してからも、こう
した実践の内部をめぐる問題の多くは、研究として対象化すべきではない領域として意識
的に除外してきた。研究者として取り組むべき課題は、フォルクローレ・ダンス実践を取
り巻く過去の文脈理解までであり、実践は私的目標であると思っていたのである。
本稿の執筆に用いた観察やデータの多くは、実践者として場に身を置くことによって得
られたものであり、参与観察の自覚のもとに体系的に得られたものではない。とは言え、
曖昧さを含みながらも、少しずつデータが蓄積され、書くことができたのは、実践者とし
てのアイデンティティから、研究者としてのそれへの移行が、自分でも気づかないうちに
進行してきたことを意味するに違いない。本稿において、タンゴとの比較を通じて、フォ
ルクローレの実践を同時代的に解釈する課題に、不十分ながらも、ようやく取り組むにい
たったことは、研究上の小さな前進だと考えている。自ら禁じていた領域に足を踏み入れ
た今、思うことは、今日的な文化実践におけるノスタルジアとローカリティの問題は、ロー
カルな文脈だけではなく、グローバルな文脈からも解釈されねばならない、という事実で
ある。つまり、自分自身の経験を例外とみなすことをやめ、他者の問題が自らの問題と重
ね合わされるという場所横断的とでも言うべき状況自体を意識化していくこと。この新た
な問題意識を、今後の研究の足がかりとしていきたいと思う。
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